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2019. 11. 22 第２回地域の気候変動適応推進に向けた意見交換会

高知県気候変動適応センター
事例紹介



①高知県の特徴 その１
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ジャンル 項目 データ 全国平均 都道府県順位

気候

年間日照時間 2,154.2時間 1,897.4時間 ２位

年間降水量 2,547.5mm 1,610.6mm １位

年間猛暑日数 2.2日 5.2日 35位

年間熱帯夜日数 15.8日 17.9日 24位

出典:都道府県別統計とランキングでみる県民性 by odomon



①高知県の特徴 その２
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ジャンル 項目 データ 生産量最大の
都道府県との差 都道府県順位

農業

みかん 8,580t 和歌山県の
1/22 19位

梨 2,630t 千葉県の
1/15 28位

トマト 5,780t 熊本県の
1/20 30位

コメ 54,600t 新潟県の
1/11 40位

コメ一等米比率 22.1% 長野県
94.5% 42位

出典:都道府県別統計とランキングでみる県民性 by odomon



①高知県の特徴 その３
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ジャンル 項目 データ 生産量最大の
都道府県との差 都道府県順位

水産業 カツオ漁獲量 29,180t 静岡県の
1/3 3位

畜産業
豚飼育頭数 26,800頭 鹿児島県の

1/50 37位

生乳生産量 29,052t 北海道の
1/130 37位

従事者数 一次産業従事者数
(従業者10万人当たり) 15.3人 全国平均

5.9人 9位

出典:都道府県別統計とランキングでみる県民性 by odomon



①高知県の特徴 その４
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ジャンル 項目 データ 全国平均 都道府県順位

健康
熱中症搬送患者数
(人口10万人当たり) 66.4人 40.7人 4位

エアコン普及率 89.9% 88.1% 35位

経済

中小企業数
(人口1万人当たり) 357.4社 298.7社 8位
二次産業従事者数
(従業者10万人当たり) 162.1人 210.4人 44位
三次産業従事者数
(従業者10万人当たり) 822.6人 783.7人 4位

出典:都道府県別統計とランキングでみる県民性 by odomon



②適応センター設置の経緯
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経 過

H30.6月 地球温暖化対策を所管する新エネルギー推進課が適応センター設置先の検討
を開始

H31.1月 部内協議にて、環境研究センターを適応センターとして位置づける方針を決
定

H31.2月

地球温暖化対策を所管する新エネルギー推進課から、全庁主管課長宛に気候
変動適応法の施行に伴う対応について通知
・高知県地球温暖化対策実行計画の第8章を地域気候変動適応計画として
位置づけ

・環境研究センターを適応センターとして位置づけ

H31.4月 高知県衛生環境研究所(衛生研究所と環境研究センターを統合)の企画部門に
適応センターを設置



③適応センターの位置づけ
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組織的整理

・気候変動適応法第13条に規定する機関
・地方自治法上の位置づけは、出先機関ではなく内部組織(第158条)とし、
行政組織規則においてその機能を担う所属を明示

・センター長などポストは置かず、機能を担う所属の長を業務上の責任者と
する

行政組織規則
上の規定

・新エネルギー推進課：気候変動適応法に関すること
・衛生環境研究所：高知県気候変動適応センターに関すること

地域センター
設置要綱等 ・設置要綱は策定せず

外部へのＰＲ ・衛生環境研究所ホームページ内に適応センターの情報を掲載



④これまでの取組み、今後の取組み
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これまでの
取組み

【活動】
・適応センターのホームページ開設
・国立環境研究所気候変動適応センターとの意見交換
・気候変動適応中国四国広域協議会への参加
・関係機関との協議(高知地方気象台、気象庁地球環境・海洋部気候情報課、
大阪管区気象台地球環境・海洋課)

・研修等への参加(5月:気候変動適応講演会、8月:気候変動適応研修、10月:
気候変動影響事例調べワークショップ)

【検討】
・環境研究総合推進費の活用検討

今後の取組み
・県民への適応の啓発普及(環境保護イベントに合わせたパネル展示等の検
討、ホームページの充実等)

・県内の気候変動の気づきや適応策等の取組みに関する情報の収集
・国立環境研究所との共同研究や環境研究総合推進費を活用した研究の検討



⑤高知県の気候変動適応ホームページ

http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/130120/
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ホームページの充実にむけた検討
真夏日 の予測
現在⇒21世紀末

室戸岬

清水

江川崎

本川

高知

（1980-1999年） （2080-2099年）

8.3日⇒約80日

15.3日⇒約65日

59.4日⇒約130日
56.0日⇒約120日

21.5日⇒約95日

県内各地で現在よりも50-70日程度増加することが予想されています。

（補足）XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX
XXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXXX

最高気温が
35℃以上の日(    )
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⑥適応センターの運営等での課題
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職員が
抱える
課題

・気候変動及び適応策等に関する知識の不足
・関係する機関や分野間の情報交換や連携の不足

組織が
抱える
課題

・適応センターの目標管理（KPI）が未設定
・研究等に参加できるマンパワーの不足

その他
の課題 ・適応に関する啓発の訴求力不足(解りにくさ)
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